
２０２４年 スローガン

　平素より公益社団法人山形青年会議所の活動に

対し、深いご理解と温かいご支援を賜り、心より

御礼申し上げます。私は第６９代理事長を務めま

す髙橋慶多と申します。本年１年間どうぞよろし

くお願い致します。

　２０２３年度には新型コロナウイルスが感染症

法上の位置づけが第５類感染症に変更されました。

様々な制限が撤廃され、そのような中で山形青年

会議所は、自由と多様性溢れる明るい豊かなやま

がたの実現に向けて、汲めども尽きぬ情熱を胸に

メンバー一丸となって運動を展開してまいりまし

た。

　２０２４年度、山形青年会議所は「出逢い　～

ひろがる縁　ひろがる未来～」をスローガンとし

ております。新型コロナウイルスを乗り越えた先

の、また新しい出発点だと考えております。新型

コロナウイルスの影響下では身近な人との接触が

妨げられ、たくさんの「出逢い」の機会が失われ

ました。今、改めて私たちが住み暮らすやまがた

の魅力や問題に真摯に向き合い「まちづくり」や「ひ

とづくり」に貢献し、時代の変化に応じて変える

べきものと伝統や文化など変えてはいけないもの

を見極め、多くの「出逢い」の中で地域の皆様と

共に志新たに明るい豊かな社会に向けて励んでま

いります。

　まずは、山形の夏の風物詩として市民の皆様に

支持されてきた山形大花火大会は２０２４年で４

５回を迎えます。地域と共に成長していく魅力溢
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れる持続可能な大会の構築へとつなげるとともに、

今までお世話になった方々やこれからお世話にな

る方々に感謝をし、それぞれの視点を大切に、地

域が発展するためには何が必要かを考え、魅力あ

るやまがたとの出逢いを創出していきます。

　また、私たちが住み暮らすやまがたには希望に

満ちた未来があり、そして次世代を担う人財がい

ます。次世代を担う人財がそれらの魅力と出逢い、

やまがたの発展に繋がる機会の提供を行えれば、

今後の次世代の人財の確保につながり人口流出、

人口減少の一助になると考えます。

　そして、私たちの住み暮らすやまがたには直面

している解決すべき問題がたくさんあります。今、

私たちが直面している問題を解決し地域の明るい

未来を実現するためには、山形青年会議所の知識

や経験、組織規模において不十分な部分もあり、

より多くの人財と出逢い、多角的な視点から物事

を捉え運動を展開していく必要があります。異な

る文化や歴史、価値観に触れることによりメンバー

一人ひとりが今までとは違う視点から物事を捉え

運動に繋げていきます。

　そして新しい歩みを力強く始められるよう青年

らしく多種多様な角度から物事の本質を捉え、解

決につなげる知識と行動を以って２０２５年度の

７０周年、そして未来へつなげてまいります。

　つきましては、これまで同様、ご指導ご鞭撻を

賜りますよう本年もよろしくお願い申し上げます。

ご 挨 拶

髙 橋 慶 多公益社団法人山形青年会議所
２０２４年度  第６９代理事長

【日本青年会議所】

【東北地区協議会】

【山形ブロック協議会】

【山形青年会議所】

Be the Leader　未来の笑顔のために

A T M　～明るく、楽しく、前向きに～

B E  F I R S T 　～親切心が導く 夢と希望溢れる「やまがた」の実現に向けて～

出 逢 い　～ひろがる縁 ひろがる未来～
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（２）２０２４年２月２９日 No .３１１

２０２３年度 各委員会事業説明

１　地域創造グループ

　● 花火大会特別委員会

　　　過去をしっかりと検証し、地元やまがたに多
　　くの出逢いを創出できる事業として、訪れるた
　　くさんの人々にとって魅力ある持続可能な大
　　会を構築し「出逢い溢れる魅力あるやまがた」
　　を実現します。

２　人財開発グループ

　● 会員拡大特別会議 　● 未来創造委員会

　　　明るい豊かな社会の実現に向け地域に根差
　　した多種多様な多くの同志を結集し、未来を担
　　う人財に対し、地域の魅力を積極的に発信し、
　　そして魅力を再確認できる事業を展開するこ
　　とで「地域に根差した人財を育む組織」を実現
　　します。

３　出向支援グループ

　● 渉外支援委員会

　　　ＩＣＴ技術が急加速し、画面越しでの対話が
　　浸透してきているなか改めて対面での出逢い

　　の機会を大切にし、共通理念のもと国内外で活
　　躍する同志とのつながりを再確認しながら、
　　「多様な価値観を受け入れ柔軟に成長する組織」
　　を実現します。

４　交流推進グループ

　● 会員交流委員会 　● ７０周年準備委員会

　　　これまで先輩諸氏が培ってきた山形青年会
　　議所の歴史と伝統を今後も永続的なものとし
　　ていけるよう、強固な連携関係を構築できる多
　　様な交流機会を創出し、私たち一人ひとりが学
　　び成長することで「多くの同志と共に次代へ橋
　　渡しをする組織」の実現に尽力します。

５　総務グループ

　● 総務広報委員会 ● 事務局 ● 財政審査局

　　　膨大な情報の中から正しい情報や必要な情
　　報を選び取り、正確かつ迅速な情報伝達と意思
　　決定による効率的な組織運営を行い、「他の模
　　範となる効率的かつ効果的な組織」を実現しま
　　す。

2024 年度 各委員会事業説明

井 上 智 陽

会員交流委員会

委員長

新春賀詞交歓会式典御礼

滝 口 佳 一

渉外支援委員会

委員長

　本年１月１８日（木）から１月２１日（日）の

日程で、２０２４年度京都会議が開催され、山形

青年会議所メンバー４８名が参加してまいりまし

た。日本青年会議所第７３代会頭小西毅君の所信

表明では全国の青年会議所にむけて [ この京都会

議を学びのきっかけの場とし、それぞれが思い描

くかっこいいリーダーとして、今こそ行動を起こ

そう !]　と力強いスピーチがありました。私たち

は未来のビジョンを明確に持ち、そこにむかって

自ら率先し行

動して参りた

いと思います。

京都会議報告

　2024 年 1 月 30 日、ホテルメトロポリタン山形

にて１月例会新春賀詞交歓会式典並びに祝賀会を

開催致しました。当日は佐藤孝弘山形市長を始め

とした来賓の皆様や、たくさんの来訪 JC の皆様、

そして多くの山形 JC シニアクラブの先輩諸氏にご

参加いただきました。

　祝賀会では会場中に会話や激励が飛び交い、非

常に賑々しい雰囲気で執り行うことができました。

髙橋慶多理事長の掲げる「出逢い　ひろがる縁　

ひろがる未来」を胸に、

１年間メンバー全員で

JC 活動に邁進していき

ます。ご参加いただき

誠にありがとうござい

ました。
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２０２４年度 正副常任理事監事紹介

２０２４年度 委員長・部会長 紹介

理事長

髙 橋 慶 多

直前理事長

阿 部 則 裕

特別顧問

岩 田  雄 治

特別顧問

三 浦 真 守

監　事

畑 　 秀 生

監　事

布 施 翔 太

地域創造グループ

副理事長

田 村 貴 史

人財開発グループ

常任理事

鈴 木 健 博

交流推進グループ

副理事長

岡 崎 彌 門

出向支援グループ

副理事長

奥 山 竜 士

人財開発グループ

副理事長

浦 口 陽 平

総務グループ

専務理事

髙 橋 将 史

花火大会特別委員会

特別委員長

中 嶋 康 博

出向支援グループ

常任理事

浦 山 　 高

交流推進グループ

常任理事

吉 田 英 二

交流推進グループ

常任理事

安 藤 裕 紀

総務グループ

常任理事

事務局

事務局長

黒 金 　 一

人財開発グループ

議　長

平 原 万 匡 佐 藤 翔 太

会員拡大特別会議

統括幹事

今 野 雄 貴

未来創造委員会

委員長

加 藤 竜 太

渉外支援委員会

委員長

滝 口 佳 一

会員交流委員会

委員長

井 上 智 陽

70 周年準備委員会

委員長

晋 道 勇 一

花火大会特別委員会

総務部会長

松 田 卓 也

花火大会特別委員会

渉外部会長

小 野 広 大

花火大会特別委員会

設営部会長

齋 藤 貴 洋

花火大会特別委員会

警備部会長

加 藤 　 亮

総務広報委員会

委員長

木 村 達 也

花火大会特別委員会

本部長

大久保徳朗
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編集後記
　日頃より山形青年会議所の運動にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。

　本年、山形青年会議所は髙橋理事長の下、『出逢い～ひろがる縁　ひろがる未来～』をスローガンに

掲げ、新しい一年がスタートしました。これもひとえに関係諸団体の皆様や多くの市民の皆様、そして、

山形ＪＣシニアクラブの先輩諸氏の皆様のご理解とご協力の賜物と、厚く御礼を申し上げます。

　山形青年会議所は、今年度も地域の皆様と共にたくさんの出逢いを創出し、明るい豊かな社会の実

現に向けて、青年らしく情熱を焦がし様々な運動を展開して参ります。一年間、何卒よろしくお願い

申し上げます。

（４）２０２４年２月２９日 No .３１１

　私は本年、公益社団法人日本青年会議所 財務運営会議の運営幹事として出向させていただく事となりました。
財務運営会議では賛助企業様への対応や新規賛助企業様の獲得を主な担いとしており、日本青年会議所の財源を
確保する会議体です。近年は全国各地でメンバーの減少が進んでおり、それに伴い青年会議所運動の財源不足が
深刻化しております。本年、財務運営会議で学んだ経験を LOM に持ち帰り、今後の山形青年会議所の活動の一助
にしていきたいです。

　本年、東北地区協議会　東北国際ゼミナール特別委員会にゼミナール生として出向させて頂きます。
開講式は３月頃の予定となっており、まだ顔合わせも済んでいない状況ではありますが、東北全県から３０名
弱のメンバーが集う予定となっております。貴重な機会を頂戴した訳ですので、様々な地域に積極的に出向き、
コミニュケーションをとり、そこでの“ 出逢い ”を個人、ＬＯＭ、そして地域に還元していけるよう、楽しみ
ながらも精一杯努力して参りたいと思います。

　本年度、公益社団法人日本青年会議所東北地区山形ブロック協議会に副会長として出向させていただく浦口
陽平と申します。本委員会では、山形県を中心とした災害対策やＪＣカップの開催、各地における公開討論会
のサポートなどを主な担いとしております。「ＢＥ　ＦＩＲＳＴ　～親切心が導く　夢と希望溢れる「やまがた」
の実現に向けて～」のスローガンのもと、山形県内のＬＯＭと連携を図り、各地における運動を力強く支えて
参りたいと思います。

【公益社団法人 日本青年会議所】

【公益社団法人 日本青年会議所 東北地区協議会】

【公益社団法人 日本青年会議所 東北地区 山形ブロック協議会】

㈱メコム

勤 務 先

組織改革委員会
委員

入会年度 / 令和４年

安部晃史郎

㈱太平堂不動産

勤 務 先

ゼミナール特別委員会
委員

入会年度 / 令和４年

武田 貴義

晃永運輸㈱

勤 務 先

渉外委員会
委員

入会年度 / 令和４年

野口 桃香

社会保険労務士法人　経友会

勤 務 先

組織改革委員会
委員

入会年度 / 令和３年

中嶋 英統

㈱ FAB３

勤 務 先

主権者意識向上委員会
委員

入会年度 / 令和４年

櫻井 修平

㈱サンセットスタジオ

勤 務 先

組織連携推進委員会
委員

入会年度 / 令和４年

丹野ふみ

㈱ＨＬＰ

勤 務 先

直前会長

入会年度 / 平成 25 年

三浦 真守

㈱三和フーズサービス

勤 務 先

副会長

入会年度 / 平成 30 年

浦口 陽平

TAILOR URAYAMA&BELLO

勤 務 先

ＬＯＭ支援委員会
委員長

入会年度 / 平成 28 年

浦山　高

Exe insurance㈱

勤 務 先

ＬＯＭ支援委員会
副委員長

入会年度 / 平成 30 年

堀越 悠輔

㈱山形企業

勤 務 先

ＬＯＭ支援委員会
総括幹事

入会年度 / 令和 3 年

鹿野 六月

ヤマリョー㈱

勤 務 先

ＬＯＭ支援委員会
幹事

入会年度 / 令和４年

山田　祐

遠藤法律事務所

勤 務 先

財政・規則審査局
副委員長

入会年度 / 平成 28 年

黒金　一

㈱こまつ書店

勤 務 先

ＪＣ運動連携委員会
委員

入会年度 / 令和元年

小松 壮一

弘栄設備工業㈱

勤 務 先

会員拡大実行委員会
委員

入会年度 / 令和４年

新立 晃大

㈱シロニシ

勤 務 先

ブロック大会運営委員会
委員

入会年度 / 平成 30 年

安藤 裕紀

㈱ＩＴＣ

勤 務 先

ブロック大会運営委員会
委員

入会年度 / 令和元年

進藤 正和

㈱ドレミ幼児園

勤 務 先

アカデミー委員会
委員

入会年度 / 令和４年

木村 総司

㈱フォーライフ

勤 務 先

アカデミー委員会
委員

入会年度 / 令和３年

佐藤 翔太

㈱吉田段ボール

勤 務 先

ＪＣ運動連携委員会
委員

入会年度 / 平成 30 年

吉田 英二

黒澤建設工業㈱

勤 務 先

事務局補佐

入会年度 / 令和３年

鈴木 知浩

㈱鈴木油店

勤 務 先

財務運営会議
 運営幹事

入会年度 / 平成 29 年

鈴木 健博

出 向 者 紹 介


